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本会は 1973年 7月の発足以来近く 3周年を迎えようとしております。この間神田英蔵博士が

初代会長として創設期の労をとられ、本会の事業の基礎もHESSの名ととも K定着をみるに至りま

した。このたび神田博士の後をうけてわたくしが会長の役をつとめること Kなりました。もとより

浅学非才の者でありますから、もっぱら会員のみな様の御鞭撞K頼るほかはありませんO

HESSの会員はいろいろの分野の方々でありますが、それぞれの立場から、いずれも水素または

水素エネルギ-・システムK強い関心を持っておられます。わたくしもまたその一人であります。

石炭や石油忙頼っていた限りでは、エネルギーと燃料とは同じことを意味しておりました。しか

る忙今日われわれは新しいエネノレギーの原理を求める時代K入りました。それが如何なるエネノレギ

ー源Kせよ、エネノレギーを輸送し、蓄え、必要K応じて必要な量忙分割し使用するため忙は、何ら

かの化学物質すなわち燃料のかたちK変えねばなりませんo との目的K沿うもののーっとして水素

は次代の文明を担う燃料であ句ます。

水を分解して水素をつくり、水素を燃やして再び水K戻すo この物質循環の原理を太陽のエネノレ

ギ-Kよって実現させることは、平和と平等を念願する人類の夢K通ずるものでありますo これは

極めて単純な原理でありますが現在は夢とよばねばなりませんO わたくしの学生時代ーー昭和のは

じめ一-K古くから化学忙引き継がれた夢のことを教えられました。

炭素をダイヤモンドK変えることと燃料電池でありますo またその当時新しく生まれた夢として

は核エネノレギーの解放がありました。今日で、は、これらはみな実現しておりますo 水素K関する夢

は、それを夢とよぶKは余り K切実で緊迫した人類の希望でありましょう o それは夢とよぶことを

許きない現実の問題として現代の科学技術K挑戦しております。

水素エネルギー・システムの実現のため忙は多くの技術の集積Kまたねばならず、経済的価値観

の変換Kもつながるものであり、社会Kおよぼす影響も大きく、なお多くの歳月を要することと思

いますo HESSはこの問題の重要性を社会K訴え、科学者、技術者の興味を喚起し、工業界を鼓舞

し、国内のみでなく国際的Kも情報交換の中核となり、この壮大なエネノレギー・システムの実現の

ためK貢献することを念願します。会員諸賢ととも K本会の発展忙つくす所存でありますo
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